
２０20年 8月 2日 礼拝のプログラム 
---------------------------------------------------------------- 

司会・祈祷： 小木秀夫兄   （奏楽：大野エステル姉） 
 

賛    美 ： 聖歌５２２ 「地の塵にひとしかり」 あなたの翼で（Still） 
 

主の祈り ：  

聖書箇所 ： イザヤ書６章１～８節 （旧約聖書P.950） 

朗読：持田樹理姉 
 

  特別音楽 ： 「You are precious（イザヤ43：4）」WINGS （映像） 
 

 

メッセージ  ： わたしは誰を遣わそうか 

 

賛美と献金 ： 感謝の心            献金係：平松友子姉・村上歩美姉 
 

頌栄 ：     目をあげよ王の王に 

祝祷 ：  

---------------------------------------------------------------- 

【瀬戸ニュース】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◇ 皆様と礼拝を守ることができるて感謝します。昼食・茶菓はお休みです。 

◇ 愛知県の感染者数が増えています。教会もさらに感染予防を徹底します、換気や 

座席のすわり方、消毒やマスク着用など、皆様のご協力をお願いいたします。 

そして、コロナウイルスに、ご自身やご家族が感染された場合は、なるべく早く 

教会にご一報ください。0561-48-8899（教会） 080-4672-8048（倉知携帯） 

◇ 礼拝後お時間のある方で礼拝堂・ロビー・トイレの掃除や除菌をお願いします。 

◇ 今週木曜の祈祷会は１０時半～。祈りの小径のパンフレットをお持ち帰りください！  

◇ 暑い日が続いています。皆様のご健康が守られますように。生活のすべてに神様の 

   お助けをお祈りしています！God is good all the time ! を忘れずに。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の文章は、ビジネス誌「プレジデント」7月号の記事（抜粋）です。これを執筆

したのは牧師であり、カウンセラーである関根一夫先生。「God bless you 神のみ

恵みがいつでもあなたにありますように」という有名な賛美の作詞者でもあります。 

「プレジデント」に牧師が登場するのも尊いですね。コロナ禍の中で、誰もが「拠り

所」を求めている時代。信じるものをもっている私たちが大胆に証するチャンスが広

がっています。では、関根先生の文章の抜粋をどうぞ！ 
↓↓↓ 

 

人生の最悪期をどう乗り越えればよいか＝逃げる練習 
 

老親の介護、もう限界だ。いっそ、どこかに捨ててしまいたい。 

俺にはどこにも逃げ場がない。 
 

  新型コロナウイルスの影響で、将来への不安を抱える人たちの、心の負担がどん

どん大きくなっているのを感じます。特に介護の現場では、周りからの「あなた息子で

しょ」「お嫁さんなんだから」「やって当たり前」という日本独特の同調圧力が、ご家族

の重荷になり、結局は自分以外にやる人がいない、逃げ場もなく、鬱的状態になる

人が増えています。 

  人に任せることに対する躊躇
た め ら

いも問題です。よく耳にするのは「親をホームに入れ

るのは耐えがたい」「ヘルパーなんて呼ぶのは恥ずかしい」という声。世間体を気にし

てしまうのですね。他人が家に入ってくることに抵抗感がある人も多い。これらが足

枷にになり、愚痴をこぼせない。相談もできない。ほとんどの方は介護と無縁でいる

うちは情報に疎く、いざ自分の身に降りかかるとパニックに陥ります。誰に聞いていい

のか、どこに相談すればいいのか分からない。「こんな暗い相談話は、相手の気持ち

を暗くしてしまう」という心配も付きまとい、近所で噂されるのを嫌って「救急車は、サ

イレンを鳴らさずに来てください」という要求もよくあります。 
 

  でも、介護の問題はみんな順番にやってきます。むしろ周囲に知らせたほうが安

心できることもあるのです。もし徘徊が始まっても、あらかじめ近所の人が知っていた

ら、「あっちのほうに歩いていきましたよ」などと教えてくれますから…。 

  聖書には、「求めなさい。そうすれば与えられる。探しなさい、そうすれば見つ

かる。門をたたきなさい、そうすれば開かれる。誰でも求める者は受け、探す者

は見つけ、門をたたく者には開かれる」（マタイ福音書７章７・８節）とあります。 

求めることは恥ずかしいことではありません。躊躇わず頼る姿勢を持ってよいのです。 
 

（後編に続く） 

 

 

 

Seto Life Art Studio ライフアートスタジオ発//慰めと励ましの牧師コラム 

 

誕生祝福式 

倉知契 牧師 
クリスチャン生活の７つの心得シリーズ⑥ 伝道 

去る 7月 31 日(金)は、大川先生ご夫妻がサンフランシスコ宣教から帰

国し、座間教会（現・大和）に就任されて５０周年の記念日でした。 

先生方が主の招きに応え「遣わされて」くださって、カルバリーチャ

ペルの今があります。心からの感謝とお礼とお祝いをお伝えします！ 

そして大川先生・道子先生のご健康が強められ、ますます日本のリバ

イバルのために用いられますように、お祈りしてゆきましょう。 
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Seto LIFE ART Studio 
瀬戸カルバリーチャペル 

 

 
 

２０２０年 ８月 ２日 
 

日曜礼拝 
 

駐車場についての大切なお願い 
 

みずの坂クリニック様の駐車場をご

厚意で私達の教会は使用させて

頂いておりますが、基本的に第一

駐車場は使用禁止です。特別な

集会の時にのみ、お借りしていま

す。通常の日曜日は第二・第三

駐車場をご利用下さい。 

しかし常に第一・第三駐車場の

屋根の下は駐車禁止です。徹底

をお願いします。 
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大川先生ご夫妻・ご就任 

 

mailto:keikura@gmail.com

